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４． レーザおよび TIG による溶融・肉盛補修の可能性について検討するため、補修部の組織学的検討および結晶
方位解析を行い、単結晶化条件を明確化している。また、単結晶化可能補修領域の拡大や補修後の後熱処理
条件の選定などの検討を行い、本補修法の実施工への適用性が高いことを示している。 
５． 溶融・肉盛補修部の単結晶化条件を予測することを目的として、熱伝導解析、流体解析、Geometric モデル
および CET モデルをもとにストレイ結晶形成について解析を行っている。本解析により、低入熱の条件に
て単結晶化が達成されやすいことを示している。また、その妥当性を実験結果との比較により検証し、本解
析の有効性を明らかとしている。 
６． 溶融部の高温機械的特性を評価し、結晶制御溶融・肉盛により単結晶合金の肉盛補修が行える可能性を示し
ている。 
 以上のように、本論文は単結晶合金タービン翼に対する補修方法を確立すべく、実験および理論的解析の両面から
詳細に検討し、単結晶化可能な補修条件および補修部の結晶制御挙動を明らかとし、本補修法の適用性ならびに有効
性を確認している。これら本論文で得られた知見は、航空機用ジェットエンジンや発電用プラントで用いられるター
ビン翼などの単結晶構造物の補修に対して重要な示唆を与えることが展望され、その成果は、材料加工工学および生
産加工工学の発展に寄与するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
